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令和４年度 宮古・下閉伊モノづくりネットワーク 

【全体・共通事業】 

 

１ 令和３年度実績                              

⑴ 宮古・下閉伊モノづくりネットワーク総会・講演会 

  新型コロナウイルス感染症の影響により、令和３年６月に総会を書面にて開催した。 

   講演会については、下記のとおり実施した。 

   日時：令和３年 11 月 22 日（月） 13：40～14：40 

場所：陸中ビル大ホール 

内容：テーマ「会社を育てる・人を育てる・自分を育てる」 

講師 株式会社エフビー 会長 田鎖 巌 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 各種事業・イベントとの共催・後援                       

各種事業を後援した。 

①第 13 回宮古地区学生研究・意見発表会 令和３年 12 月 18 日（土）（宮古市） 

②令和３年度ものづくり体験教室 令和４年１月６日（木）（宮古高等技術専門校） 

 

⑶ 情報発信                                  

会員に対して、イベントや支援制度等に関する情報を掲載したメールマガジンを 43 件

配信した。 

 

 

 

 

 



 

2 
 

２ 令和４年度事業計画                            

⑴ 方針 

   東日本大震災津波から 11 年が経過し、復興に向けた取組が進められてきたところであ

るが、人口減少に歯止めがかからず、これに伴い、事業者にとって人材の確保が一層困

難な状況にある。さらに、新型コロナウイルス感染症、原油高による原材料の高騰等に

より、経営環境の厳しさも増しているところである。 

   このような状況の中、地元志向の高まりを活用した雇用創出や地方への新しいひとの

流れをつくり、地方創生に繋げていくため、経営革新、販路拡大、新技術開発、人材育

成等地域産業の安定的・持続的な経営基盤づくりに取り組んでいく。 

 

⑵ 宮古・下閉伊モノづくりネットワーク総会 

  日時：令和４年５月 26 日（木）14：00～ 

  場所：宮古ホテル沢田屋 

  内容：令和３年度事業報告 

     令和４年度事業計画 

     会員企業への情報提供①：岩手大学研究支援・産学連携センター 今井潤教授 

     会員企業への情報提供②：ヤマト運輸㈱  

 

⑶ 各種事業・イベントとの共催・後援                       

  各種事業・イベント等との共催及び後援等を予定。   

 

⑷ 情報発信                                  

会員に対して、イベントや支援制度等に関する情報を掲載したメールマガジンを配信する。 
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令和４年度 宮古・下閉伊モノづくりネットワーク 

【工業部会】 

 

１ 令和３年度実績                              

⑴ 産業支援コーディネート事業(通年) 

沿岸広域振興局宮古地域振興センターの産業支援コーディネーターによる企業及び学

校訪問を通じてネットワーク事業の周知等を図ったほか、各種セミナー等の情報の収集

及び提供を通じて企業及び関係機関との連携支援を行った。 

   企業及び学校等訪問件数：303 件 

 

 ⑵ 産学官連携推進事業 

   新技術の研究開発や、新事業の創出を図ることを見据えて、岩手大学研究支援・産学

連携センターと県内の産・学・官との連携に向けた検討を実施した。 

  

⑶ 人材育成専門部会等との連携事業 

ア モノづくりの出来る人づくり寺子屋（第 25 期） 

  時期：令和３年６月 10 日（木）～７月 21 日（水）全６回 11 講座 

  受講者数：22 人 

イ 経営者勉強会 

時期：令和３年 11 月 22 日（月） 

テーマ：新商品開発と地域おこし 

講師：株式会社尾半ホールディングス 間瀬代表取締役社長  

  参加者：53 人 

 

２ 令和４年度事業計画                            

⑴ 産業支援コーディネート事業(通年) 

沿岸広域振興局宮古地域振興センターの産業支援コーディネーターによる企業及び学

校訪問を通じてネットワーク事業の周知等を図るほか、各種セミナー等の情報の収集及

び提供を通じて企業及び関係機関との連携支援を行う。 

 

 ⑵ 産学官連携推進事業 

   新技術の研究開発や新事業創出を図り、地域産業の活性化及び高度化することを目指

し、県内の産・学・官との連携に必要な情報の提供を行う。 

 

⑶ 人材育成専門部会等との連携事業 

ア モノづくりの出来る人づくり寺子屋（第 26 期） 

  時期：令和４年６月 16 日（木）～７月 21 日（木）全６回 11 講座 

イ 経営者勉強会 

  １回開催予定 

時期：令和４年 10 月下旬（予定） 
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令和４年度 宮古・下閉伊モノづくりネットワーク 

【水産部会】 

 

１ 令和３年度実績                              

⑴ 宮古の真鱈ブランド化 

  「宮古の真鱈」のブランド化による消費拡大と観光資源化をめざして活動した。 

ア 消費地における真鱈プロモーション活動 

 真鱈加工品の対面販売を JR 盛岡駅まつりで実施した。（R3.10.9） 

イ 宮古の真鱈グルメフェアの開催 

宮古・下閉伊地区の飲食店 26 店舗において、各店独自の真鱈料理を提供販売する 

グルメフェアを開催した。（R3.12.1～R4.1.31） 

また、市内ホテルにて、フェア・オープニングセレモニーを参加店等関係者や報道

機関向けに開催し、フェアの周知を図った。（R3.11.29） 

ウ 真鱈まつりの開催 

宮古 真鱈まつり（R4.1.23 事務局：市水産課）の運営支援を行った。感染症対策

のもと 2,500 人が来場し、盛況なイベントとなった。 

エ 真鱈加工品開発の促進 

宮城大学生と市内企業の連携により、真鱈燻製品の商品化を検討した。 

オ 宮古の真鱈コンテンツ（PR 動画、サイト）の拡充 

真鱈 PR 動画を活用して HP を拡充するとともに、新聞広告やバス車体広告を通じて

一般消費者向けの知名度向上を図った。 

 

２ 令和４年度事業計画                           

⑴ 宮古の真鱈ブランド化 

ア 消費地における真鱈プロモーション活動 

真鱈加工品の対面販売・試食提供等を中心としたプロモーション活動を消費地で 

実施する。 

イ 宮古の真鱈グルメフェアの開催 

昨年に引き続き、宮古・下閉伊地区の飲食店と連携してフェアを開催し、知名度向

上を図る。また、フェア開始時はオープニングセレモニーを開催し、フェアの周知を

図る。 

ウ 宮古 真鱈まつりの開催 

前年に引き続き、宮古 真鱈まつりの開催運営支援を行う。 

エ 真鱈加工品開発の促進 

既存事業を活用し、「宮古の真鱈」の新たな加工品開発を支援する。 

オ 宮古の真鱈コンテンツ（PR 動画、サイト）の拡充 

真鱈 PR 動画等を活用して情報発信に取り組むとともに、新聞広告等を通じて一般消

費者向けの知名度向上につなげる。 

 ⑵ 地域水産物の PR 

花見かき列車の運行支援等を通じて「花見かき」等の水産物 PR を継続実施する。 
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令和４年度 宮古・下閉伊モノづくりネットワーク 

【農産部会】 

１ 令和３年度実績                              

⑴ 宮古地方産直連絡会総会及び役員会の開催 

ア 通常総会  

【実施時期】令和３年５月 27 日（木） 

【場  所】小本津波防災センター３階 集会室兼多目的室 

  イ 第１回役員会 

    【実施時期】令和３年 10 月 28 日（木） 

【場  所】宮古地区合同庁舎３階 大会議室 

  ウ 第２回役員会 

【実施時期】令和４年３月１日（火） 

【場  所】宮古地区合同庁舎３階 大会議室 

⑵ 宮古・下閉伊産直ガイドの更新 

  よっておでんせ市、道の駅たのはた思惟の風を新規追加し、13 産直（14 店舗）を掲載。

また、ガイド裏面の宮古管内の MAP 及び周辺イベント情報の内容を充実化。 

⑶ 「宮古真鱈まつり」への出店 

宮古地方産直連絡会として出店し、野菜・果物、加工品、地域の特産品（食品）を販売。 

    【実施時期】令和４年１月 23 日（日）  

    【場  所】宮古市魚市場 

⑷ 令和３年度宮古地域産直等販売力強化実証事業（実施主体：出崎地区産地直売施設組合） 

ア 販売力向上に向けた SNS による情報発信を実施 

IT 講習会の実施、入荷情報・イベント情報や生産地の栽培状況の発信。 

イ 掲示板を利用した店舗での情報発信 

    SNS を利用しない顧客への情報発信ツールとして、店内掲示板を活用。 

ウ 顧客満足度向上及び産直のイメージ UP 企画 

陶芸・郷土食体験教室、りんご収穫体験ツアー、味噌づくり体験教室の開催。 

⑸ 研修会の開催 

 ア 第１回研修会：食品衛生管理研修会（漬物製造編） 

   【実施時期】（岩泉会場）令和３年５月 27 日（木） 

（宮古会場）令和３年５月 28 日（金） 

   【場  所】（岩泉会場）小本津波防災センター３階 集会室兼多目的室 

（宮古会場）シートピアなあど２階 研修ホール 

   【内  容】漬物製造業の基準、漬物製造業におけるＨＡＣＣＰに沿った衛生管理計画

の作成 
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 イ 第２回研修会：産直の販売力向上に向けたＰＯＰ作成研修会 

  【実施時期】令和３年 12 月９日（木） 

  【場  所】宮古合同庁舎 会議室 

  【内  容】ＰＯＰの基本、手書きＰＯＰの作成実習 

 

２ 令和４年度事業計画                          

⑴ 宮古地域産地直売パワーアップ事業  

 ア 産直情報発信の強化 

県内の集客施設や大都市圏のアンテナショップ等への産直マップの配架。 

産直施設を訪れる際に利用される検索ツールや SNS 等の掲載情報について、タイムリー

に更新できる人材の育成。 

イ 産直の魅力アップ支援事業 

  専門家の調査・指導を踏まえた経営改善計画の作成と計画に基づく改善を支援。 

ウ 三沿道を活用した沿線産直間の特産品等の流通 

  三沿道沿線の産直間で特産品等の相互交流を試行。 

⑵ 大夢栽培研究会を中心とした販売拡大活動  

ア 地元産直等での試食販売会の開催、アンケート調査 

  イ 地元産直、三鉄等と連携し生果・加工品の販売促進 

  ウ 裂果防止のための個別及び集合技術指導 

⑶  宮古地方産直連絡会 

  ア 県内モデル産直施設への視察研修 

    産直アドバイザーの引率により、モデルとなる産直を見学。 

  イ 宮古管内産直での現地指導会 

    宮古管内の１産直を選定し、産直アドバイザーによる現地指導会を実施。 
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令和４年度 宮古・下閉伊モノづくりネットワーク 

【林産部会】 

 

１ 令和３年度実績                              

⑴ 木造住宅の建具等への地域材利用促進事業 

広葉樹の付加価値向上を目的として作成した広葉樹クロスパネル（繊維方向を直交さ

せた 3層の集成材）について、以下の取組を実施した。 

 

ア 塗装による変形抑制効果の可能性を検証。塗装の有無や種類（ウレタン、天然系）

による有意な差異は認められなかった。関係者からは加工後速やかに固定することに

より変形が抑制できるとの助言があった。 

イ 木工・家具事業者等へサンプルを配布し意見聴取を実施。近年、家具は高齢化によ

り軽いものが求められているほか、高級家具については無垢材志向が強いなどの意見

があった。 

 

⑵ ナラ枯れ被害材の利用促進に向けた取組 

   ナラ枯れ被害木の有効活用と被害拡大防止を図るため被害木から薪を作成し、乾燥状

況やナラ枯れの原因となるカシノナガキクイムシの生育状況について観察した。 

適切な時期に丸太を割材することにより多くの幼虫が落下・死亡し、高い殺虫効果が

得られたことから、薪利用が被害拡大防止に有効であることが確認された。 

 

２ 令和４年度事業計画                           

岩手県県産木材等利用促進条例に基づき、地域の関連産業と連携した県産木材の利用を

促進する。 

⑴ 県産木材等の利用の促進 

・ 建築物等における県産木材等の利用促進 

（県産木材を利用した住宅建設等の支援、木造建築の検討へのアドバイザー派遣等） 

・ エネルギー利用等への県産木材等の有効活用 

（木質バイオマス利用ボイラー導入に対する指導、ナラ枯れ被害材の薪利用の検討等） 

⑵ 県産木材等の適切な供給の確保 

・ 森林資源の循環利用を図る森林の整備・施業の効率化 

（森林整備に対する支援、スマート林業に向けた研修会の開催等） 

⑶ 人材の確保・育成、普及啓発等 

・ 林業及び木材産業を担う人材の確保・育成 

（高校生に対する林業への就業ＰＲ等） 

・ 森林・林業への理解醸成、県産木材の利用推進等に係る普及啓発 

（県民の森づくり活動への参加の支援、産業まつりにおける木工体験の開催、全国植

樹祭に向けた普及啓発等） 
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令和４年度 宮古・下閉伊モノづくりネットワーク 

【人材育成専門部会】 

 

１ 令和３年度実績                                     

⑴ モノづくりの出来る人づくり寺子屋（第 25期）                    

   新採用から概ね５年程度までの従業員を対象に社会人としての教養等を習得させ、産業

人材を育成することにより、宮古地域の企業に人材が定着することを目的とした研修会を

開催した。 

主催：宮古・下閉伊モノづくりネットワーク人材育成専門部会 

共催：沿岸広域振興局、県立宮古高等技術専門校、宮古金型研究会 

後援：宮古市 

時期：令和３年６月 10日(木)～７月 21日(水) 全６回 11 講座 

受講者数：22 名 

内容：①いろいろな仕事を知る、②コミュニケーション、③社会人の教養、④ものづく

りの知識を柱に次のテーマで開催。 

 

回 期 日 テーマ 柱 講  師 場 所 

１ 6.10(木) 

開講式  
人材育成専門部会会長 
㈲エムデー 
代表取締役社長 佐々木 一志 氏 

 

合庁３階

大会議室 

企業人としての心構え 
③
④ 

東北ヒロセ電機㈱ 
取締役宮古工場長 畠山 雄次 氏 

職場で求められるコミュニケーシ
ョンスキル 

② 
CO.COROサポート 
代表 藤村 七美 氏 

２ 6.18(金) 

自社商品のブランド化への取組に
ついて 

① 
共和水産㈱ 
代表取締役専務 鈴木 良太 氏 

心と体の健康づくり ③ 宮古保健所 

３ 6.24(木) 

旅がもたらす波と力 ① 
岩手県北自動車㈱ 
地域事業推進室長 八重樫 真 氏 

『3S活動』で『人材育成』 ④ 
㈲菊地電子工業 
代表取締役 菊地 丙午 氏 

４ 7. 1(木) 

地域の当たり前をステージに上
げる 

① 
花坂印刷工業㈱ 
代表取締役 花坂 雄大 氏 

消費生活講座～身近な消費者ト
ラブル～ 

① 
③ 

宮古市消費生活センター 

５ 7.15(木) 

生活と法律 
①
③ 

三陸うみねこ法律事務所 
所長 弁護士 吉水 和也 氏 

プレゼン能力向上研修 
① 
② 

事務局 

６ 7.21(水) 

宮古市の新たなまちづくり ① 宮古市長 山本 正德 氏 

閉講式、修了証書授与、 
講評 

 
人材育成専門部会会長 
㈲エムデー 
代表取締役社長 佐々木 一志 氏 
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⑵ 経営者勉強会                                    

働き方改革や世界経済情勢、更に新型コロナウイルス感染症拡大による影響など、会社

を取り巻く環境が変化している中で、これまでの事業運営や人材育成等に関する経験や知

識を伝え、経営活動への気づきや学びに繋げることを目的として、経営者等を対象とした

勉強会を開催した。 

日時：令和３年 11 月 22 日（月） 14：55～15：55 

場所：陸中ビル大ホール 

内容：テーマ「新商品開発と地域おこし」 

講師 株式会社尾半ホールディングス 代表取締役社長 間瀬 慶蔵 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 令和４年度計画                                   

⑴ モノづくりの出来る人づくり寺子屋（第 26期）                    

新採用から概ね５年程度までの従業員を対象に社会人としての教養等を習得させ、産業

人材を育成することにより、宮古地域の企業に人材が定着することを目的とする。 

主催：宮古・下閉伊モノづくりネットワーク人材育成専門部会 

共催：沿岸広域振興局、県立宮古高等技術専門校、宮古金型研究会 

   後援：宮古市 

期間：令和４年６月 16 日（木）～７月 21 日（木）全６回 11 講座 

受講者数：25 名程度 

内容：①いろいろな仕事を知る、②コミュニケーション、③社会人の教養、④ものづく

りの知識を柱に開催する。 

   

⑵ 経営者勉強会                                   

働き方改革や世界経済情勢、更に新型コロナウイルス感染症拡大による影響など、会社

を取り巻く環境が変化している中で、これまでの事業運営や人材育成等に関する経験や知

識を伝え、経営活動への気づきや学びに繋げることを目的とする。 

   時期：令和４年 10 月（予定） 

   場所：未定     
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令和４年度 宮古・下閉伊モノづくりネットワーク 

【食産業振興会議】 

 

 

１ 令和３年度実績                              

⑴ 食産業事業者総合支援事業 

新商品開発や販路拡大開拓に意欲のある宮古・下閉伊地域の食産業事業者を支援すること

により、地域の優れた食資源を活用した商品等の認知度向上及び消費拡大等を促進すること

を目的とした支援を実施した。 

ア 岩手県産業創造アドバイザー等派遣 

    管内菓子製造業者１社について、商品開発分野の専門家情報を提供した。 

  イ マッチング支援 

管内菓子製造業者１社及び管内水産加工事業者１社について、生産者の紹介並びにマッ

チングの場作り等を行った。 

 

 ⑵ 食産業支援機関との連携（随時） 

市町村、金融機関、商工会議所及び大学等の地域の食産業支援機関との連携を図ると

ともに、セミナーやイベント等の情報を掲載したメールマガジンを 35 件配信した。 

 

２ 令和４年度計画                              

⑴ 商品開発支援 

管内食品製造業者等の商品開発・改良、販路拡大の取組を支援するため、地域の食材

等を活用した商品開発等を行う事業者を支援する。 

 

 ⑵ 低コスト物流体制構築事業 

   沿岸地域においては、農林水産物等の生産品が小ロットである場合が多く、また、内

陸や首都圏等への消費地への距離も遠いため、物流コストが高くなることから、生産者

が出荷をためらうケースもあるなど、物流コストの低減が課題となっている。また、生

産者の高齢化も進み、産直施設や道の駅等の地域の物流拠点への出荷に苦慮しているケ

ースがある。 

このような中、宮古盛岡横断道路や三陸沿岸道路などの新たな交通ネットワークが整

備され、消費地へのアクセスが飛躍的に向上したことから、この機を捉え、小口混載や

地域の集荷システムの整備による低コスト物流体制の構築に向けた検討を行う。 

 

⑶ 食産業支援機関との連携（随時） 

市町村、金融機関、商工会議所及び大学等の地域の食産業支援機関との連携を図ると

ともに、セミナーやイベント等の情報を掲載したメールマガジンを配信する。 

 


